
用語解説～【歳出編】予算の使い道～

歳出を経費ごとに経済的な性質を基準として分類し
たものを「性質別経費」といいます。
令和８年度の歳出を「性質別経費」で分類すると次

のようになります。

扶助費、人件費、公債費の義務的経費については、
前年度に比べ９億８,６０７万円（５.９％）の増加となって
います。扶助費は、障害福祉費の増加などにより、３億 
４,８０２万円（３.９％）の増加となっています。
物件費、維持補修費の消費的経費は、９億６,３１１万

円（１５.３％）の減少となっています。物件費は、備品購
入費の減少などにより、９億８,８５２万（１６.２％）の減少
となっています。
普通建設事業費の投資的経費は、国の補正予算に

よる事業の前倒しなどにより、２３億９,７４５万円（４４.４ 
％）の減少となっています。

性質別経費

民生費 保育所の運営費や子ども医療、高齢者などの福祉に使う経費

教育費 小・中学校や図書館の運営などに使う経費

土木費 道路や河川、公園の整備などに使う経費

総務費 職員や施設に対する全般的な管理などに使う経費

公債費 国や銀行などから借りたお金の返済に使う経費

衛生費 ごみ処理、病気予防などに使う経費

消防費 消防活動、防災関係に使う経費

農林商工費 農業の振興、中小企業の応援、就労に関する事業などに使う経費

議会費 市議会の運営に使う経費

特別会計の予算総額は、１５２億６，０００万円で、
前年度に比べ７億３,８４０万円（５.１％）の増加と
なりました。

国民健康保険や介護保険などの
使い道が決まっている会計特別会計…

区　分 予算額

国民健康保険 ６８億７,４００万円（０.３％減）

後期高齢者医療 １５億８,６００万円（９.５％増）

介護保険 ６５億１,２００万円（６.６％増）

土地取得   ２億６,９００万円（４６５.１％増）

財産区財産     　　１,９００万円（１３.６％減）

義務的
経　　費

扶助費 ９３億６,０６８万円

人件費 ５３億７,８８５万円

公債費 ２９億２,９１４万円

消費的
経　　費

物件費 ５１億１,５０４万円

維持補修費 １億９,７７０万円

投資的
経　　費

普通建設
事業費

２９億９,９４０万円

その他
の経費

補助費等 ３３億９,３５７万円

繰出金 ３１億１,８６９万円

積立金 ３億８,０７４万円

予備費 ５,０００万円

貸付金 １２０万円

合計 ３２９億２,５００万円
公営企業会計の予算額は、３６億６，７３９万６千円

で、前年度に比べ５億３,７３９万８千円（１７.２％）
の増加となりました。

区　分 予算額

下水道事業 ３６億６,７３９万６千円（１７.２％増）

民間企業のように下水道使用料
などの収益で運営している会計公営企業会計…

令和８年度当初予算の総額

５１８億５,２３９万６千円

一般会計� ３２９億２,５００万円（４.７％減）

特別会計� １５２億６,０００万円（５.１％増）

公営企業会計� ３６億６,７３９万６千円（１７.２％増）
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